


過去6隼寓捻下費量・申書室‘..f:-Lτ今

年度はその南E律する台地.字IU土民昔
いて遺跡的分布とその性俗世担蜜するた砲

の科傘吉行なったりで串る。実施にあた。

τは.さいわい、扇、県、その他関係間
体大学、.%俊等司ご指奪とご援助をはじ

め、注工関長j淀所有者。償額約など協力

を、ただき標〈司豊富監申しあげる次第であ

る。

本領援が文化院保護1)... .:め‘さらに.先

史時代研究のために広〈鼠弓き土ることを

定最するも唱であ~o

昭和~~)月

依田市儀曹長佐.博之



遺跡叩位. A'下提遺跡 Bリj、同地地駅家ノ上遺跡 c，小筒地地区〈寂ノ上〉遺跡・古境
D:地方遺跡〈縄文時代続納，) E地蔵台遺跡〈弥念時代〉
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自圃宣に至るまでの経過

軌創府四'yIJ、世小問地字甑〆上は、古くから縄文土酒}守、石器、"片等の融織している揖として地元

の人 に々知られ、又、収集されている治棋であ。たa下災遺跡との関車‘そして聞尭.宅地造成等記対

処するため、昭和暗年.小荷物・揖頂野・米戸松'*'の絶滅を踏査した際.この遺跡を11認してtる。

都6次下世遭酔亮慣調査醐問中、地元協力翁の富民よると、 融近.岨ノょの畑紛作の際， ~ラ タ ター

に右がひ今かかり、紛作tニ宜陣をきたしていると宮う事であ。た。現地へ行。てみると、園地内外伝土

#tt.省 (1，-大)，容が多.. に散布し 国主時代中蹄司氏~後蹄εかけての配石遺"の存在吟t~写えら払

下馳遺跡の調従は前6院で-R，¥I軒Tする予定であ令たので、昭和悼集置は'J判幼眠J上遺跡の範割線箆

を中ゐ記調査することにし た。(菅原〉

遺跡の位置と現状

下蝿遺跡と沢ーっ煽てた南郷町台絶1J'、小阿地曜の上遺跡である②週騨;:、依田衡からIIUi距離;ユし

て東潟へ的7"'，畏清本揖回ッ1、屋駅より.. へ的O.5bの耐に位置する。 遭紛の面積約2..1:，工大手山

に磁を尭する岩見川と睦物1111:の古lIt点がある.

問韮匹には様高令，..の三角点があh 吉正R台織を形成し. この調査区を東語に箇遍">}.，こ通ずる園陸

過が定。ている。 三角点を中』むとする的l.~"は，iIl龍、開聾された所で現在は畑均である。

〈菅車〉

o •• -
揮 3悶 〆リ.~設定偲、および通機分布図
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目的と方法

三角点〈線高.Im)を中心に約30.(X))Rt'の区域に拍メ咽mの大グヲ，ドを18設定し. この調査区成を

A地区とした。

':11)台地上に23ゲ所の2)(2"..グリ.，を訟け、 A地区の遣割曜の範砲確認を行ない且特に三角点周辺

は遺物申散布が多いため令メ 4m (東西A-J.南北1-10)グリ，ドを11タ所純益L‘遺織の分布範

飽積包の他に遺跡の位絡等を抱豊富するため発拠調奪を実施した。(菅原)

遣事障 と 遺 物 ( )内向 H

A 地区貼床住居跡 (1IAl)

三角点。北東方向に位置し.表土よ り'30-倫竃の探きで値認された貼床住脂跡で、貼床の厚害は5間

前後.J草画面的~・は鹿野で..， ?~。 ζの釦居跡は企舗の配石遺傭巳よ?こわされている。住居静主体

町民蜘Z径CLτ鈎4-5_ '"考えられるが住宅雪鯵のプヲγは不明である。柱穴も含めピ，トは8備

軍認できた。標き耳担。ピ，与の鮎床下より骨片が出土Lている。炉は牽軍事認である。

A 地区住居跡 (11A1) 

前認の貼床住居跡下に確認された住居跡でPーム薗に造られている。プラ :/li..は。きりしないが浅

い構が東側にみられ.この住居跡の周溝と考えtよさそうである。炉は西側に傾斜する鹿聾炉【哩聾土

務‘大木10式〉をもっ.三角点から約'30四の所に巾ω肺のロームの盛り土りが競今ているが、 ニの住居
郷町健かどうかは不明である。

※調査期間中‘犬木10式の甥慶が銭き取り盗勉に遭い.E-E'の断面図には炉の濁り込みだけ記載
してある。

'J、聾穴温情・土繍 (l1A2・1182・l1C2)

No.l (IIC2) 

北西方向に畏紬 (225~. 鐙紬120開}をもっ附円形で、中央部に箆鈎筑回申 婚。込みがあり袋状官接

してトるaこの小軍基穴の2タ所から骨片が出土している。 深さ41閣のピ.~ 内から土器片山士。

"0.2 (llC2) 

霊的:5O-i蜘冨のほぼ門形の小畷穴で、ピ.fの都分，，1.張り出している。深射針。間前後で、明片が

出土している。

_3  (IIC2) 

生語圏闘節宜してい f品、 No. 2/J、~穴の北側に位置し、不蟻形のようであるが全体的に深レ遺様であ

る.穫さ信祖母ピ，トから土橋片山土。

No.. (1IB2) 
陪ぽ柵円形(， ""'~画面形、 長軸 100<0. 短軸75，吋で般も深い部分巳石があり、 土穆片が出土し

ている。

No.S (1182) 

不楚形〈長紬1宜畑、鑑舶は回)で西側の深さ令島"のピタトから石と土器)1が出土。

No.6 (1182) 

不.形で探さは位明前後である。

同。 7 (1IA2) 

内形〈箆18缶震〉でピ， トの部分が彊り出している。渓レ鍋底4北町小堅穴で、骨片が出土している。

No.l-No.7 小重量穴jl棟。膚について
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小盤穴の"につレては申IJ!iJ!Jのできる熔序はなく、配石聞から厳罰Iまで蹄褐色土の焼土、炭化物、土器

片、ローム浪りで石官官む胞が主体である。

土 繍 (llA2) 

グリタ ドの北側にf主蹴する土緩でM程調査、口径2~冊、底経2却問、 深さは約120冊。袋状である。

第2限 lOA 1 ?'リタド土綴群

3鋼
』

〈菅原〉



千三~

型車

nv 

/
 
ノ

祖Ofll 15JI0土繍

土鍋欝 (llAl且 15Jl0)

llAl0 

表土より約加帽寝鋼り下げた息色土膚画の特に東側に多量の聞による配石が露められ、 また土器も多

量巳出土している。遺備はこの墨色土・をさらに濁り下げたa ーム衝に 3蓮根確認されてお り、 l 義は~

石を取り除いて確認され.:.:筒ZDO童、高主210mを掴? 陳さ約18)c・の円形を録するものである。配
石辻本ビ..の上軍に円を嫡〈形であ9たd臣、 この薗でプヲ γは磁~できず、断編においても掘り込み

の層ば不明だ。たため広本ピ..との関係はわからない。ピタ ト内には、褐色土.賞白色砂層、型車が堆

積しτおり底部はeーム周をa闘争込み‘砂ft!層まで途している。 1，障はこのピットの北西方向に位置し
、北壁にかかラて生繭調査はできなb‘勺たが織認できた筒闘で径約120棚、底径約15加を測る袋状ピ，

bが検出された。ピタト内電車土は褐色土、黒褐色土のボソポソした土で. 多量の土器が出土している。

また上記した，11栂の南西部に防接して‘もう 1誌の袋状ピヲトが検出された。前通の28;のピタトより浅
いものである。径12白縄、底径130閣を測り、採さは約n川である。唆土は粕性のある無事品色土で‘ n:都
内箆ぎわやE理に鈷りついた状態で犠大の申書や土様片が出土した。その他のピットについてはどのIうな

性絡をもつものかは不規則であり、また‘各ピヲトの関係は不明である。これらのピヲ トは潔さ5-30

'"位りもので.円形あるいは桁円形を母1.-.東側に織認された袋状ピァトよ9切られてい るものもあ

る。 ζれらりピ， 争中J: ~漬物は出土していない。

15Jl0 

IIAIOグ9~ ....の北西留に2><2聞のグ少ヲドを設定して調査を行な今た。その結果、発見された遺

構は袋状ピ7'.. 1 l葺と不明の落ち込み.その他.浅いピ..である。袋状ピヲ 》については、グリ .，南

側.表土より約め偶下町曾ーム面に確認された。 確認された範囲内での径は約Zル民 底径約290帽を樟1

9、深さは約200<甥を測る。東側においては深さ50..位の所まで内傾し、 くびれを作。ており.そこか

-5-
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ら外側に古屋り出しているが、北側には〈ぴれはなく底的までま。すぐ外領している。ピヲ'内の地積土

は大別して2滑に分れる。黒土とeームが混。た土がその時とんであるが底部までのお開位は純粋に燥

が理。ている。全体に特性の強いものである。本ピタトは灰補色の砂燦漕まで述している。(石郷岡〉

A地区住居館 (12Bl・1B1)

住忌跡南録音草分のローム商から0摘。込みは約ω開でほぼ垂直である。床面。枚目Rは極めて良好であ
り、巾1O-2Oc.、深さ5Clfの縄溝がめ〈・1 その周溝の内側には墜に接して巾IOc潟、深さ25-潟帽申締

り込みがある。p，は68x5仇鍵の楕円で深さ74個、中範に段をもち断編は切目争状で、こ町住居跡の柱穴

と考えられる。PM.26x32c袋、深さ全恥腐、 P.は15x15<>0. 深さ 15ea~測る。絢黛区の東端にF震を10欄

制後抱P下げた節分があり、焼土も厚〈壇J積していたことから、炉跡と考えられる。住居跡内、ローム
衡下。覆土の椛積状態は軟貨の崎舗色土層が上高を覆い、遺物を包含した'官補色土織り下に紡性の強い

賞縄色土層、そして鋭化物を衡に含んだJ層が床全随に5-8聞の興事さで堆積している。住居跡内の各所

に焼土がみられ、特巳s')ぎわに厚〈地積しており、床面より加問上菌室で炭化材が検出され.火災にあ

った住居幾と考えられる。

p，にも炭化物と焼土が泊。τいた。。ーム上甑には袋土および軟賀町輸泌色土}婚が覆っており.地表
面から住居跡床面までは深さ120個畿である。 0_ム帰艦り込み蘭より 33柑雌れた低居跡寝土上面記土

器を伴う炉が検出された。炉は結土で作られた面をもち、 ~t舗にやや傾斜 Lて土器にIlLており.大勲
者受けて炉面下および土審のまわりにも僕土がみられた。この炉は住居跡...後ι作られた遺織と考え

られる。 (庄内〉

まとめ

小問地底ノ上遺跡の分布調唆は昭和骨年度から3年計嗣の予定で始められ.今年度 〈郷I次調査〉の

調迭は金調査区の北部 (A地区〉の台地約30，<X:X)mtに対処し、 三角点のある所を中心に実施したのであ

る。

配石商は表土から4Oc.位の所でliI録され.配石遺精および配石下町遺構即時期は縄文時代中期末難か

ら後期にかけての時期 〈犬木10式以降叫、婦之内併行式土稼出土〕と考えられる。調査区の中では三角

点周辺約I，OC旧Wは徴路地にな勺ている。小竪穴遺織については、は。きりした性絡や111能、広治旬、

土繍欝との位健関係は今後の調査によらねばならないが、遺構の形態、骨片の出土等により鹿葬施設〈

土繍11)としての可健佳が強いと考えられる。配石巳ついては第1ti置に示したような分布が予想される
が配石そのものり規削性はみられず、校庭跡、 土織、小~穴遺構等との、それぞれの関連は犯纏できな

いが、遺跡の北側に隣綾する下堤遺跡 〈縄文時代中期中葉~来事監〉 との関越も含めて今後の研究課題と

していかねばならない。

なお、 1101，I1Elグリ.1'(4x・m)巳ついては配石商まで調査し配石を確認したが自己石下は
未調査である。

I1C2グリ.， f' No. 2 I!、竪穴遺篠山士炭化物C.. 年代

測定儲，4370;l;260B.P. 

m定番号 。Gak-5370
測定者:木路邦彦 測定拭科白木炭

採取者・小問庖榎ノ上遺跡潟班員

縁取年月日:昭和叩年7月25日

録取地:駄岡市鴎ツ小霞小同地字荻ノ上

〈菅原)
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A地区住居跡(1281.781)
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5J 10土偶 1182 土偶

781 土 偶

1281 現状土制品

6J 10 三角酵土製品

10A 1 三角形土製品
{買柚大)
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調査員および参加者

発掘調査主体 秋四市教育受員会 秩聞考古学協合

発郷調査期間 昭和時年7月1日-8月6日

潟査指導員 日本考古学協会員 奈良 修 介

日本考省学協会員 富慢泰時

参加者

秩国考古学協会員

駄回 大学学生

明治大学学生

国学院大学学生

稲島大学学生

県立金足食業高校

学生

県立紙回北高校

学生

五十嵐芳郎 庄内昭男進藤公子

野上剛志佐々木博史菅野博仁石川達夫品山貞子村間百合子

三上礼子長谷山とし子烏彊谷信子近江谷骨子安巌鍬須子

悶ロ都

高樋忠彦

経餓修平

教議泉哲郎

住.昌行安鴎忠市 三浦 総領岡忠.酒井喜美男伊巌佳子 鈴木啓子

宮健富士子菅原純子草階勝悦古麗久"佐..進. 司 伊輩崎努

字佐美幸子加厳重光藤原一男

教自由 武田武志

工藤恵子大堤裕子能麟洋子 宮両伊喜皇子悶村慶子高橋朱餐 長沢しの

ぷ石川奈保子加賀谷真美 三浦美津干佐々木1聖子菊地公干 沢井満干

敬愛学岡高校学生 渡辺昭子

県立4武田高校学生 武藤康弘

地元協力者 鈴木銀ー鈴木金一鈴木長治岩崎岩五郎鈴木茂治組井雌男 鈴本徳ー

郎岩崎ミノ伊藤ハルエ 雛弁ヤス

事務担当 紋岡市教育委員会社会教育課主査佐々木栄家

主事普原俊行

京事石郷岡厳



昭和均年3月発行 実行者紋闇市寝育委員会
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